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【操法訓練の様子を見学】 
 
 
 
 
 
 
 
・北之幸谷区長寿会と旭市仮設住宅シスター

ズ＆ボーイズと高等部との交流（北之幸谷

区公民館） 
 シスターズ＆ボーイズは軍手人形劇「仮設

住宅の暮らし」を発表 
(3) ネットワーク会議を通して 

「防災ユニバーサルねっと」の構築に向けて 
①東金地域防災教育ネットワーク会議（小・

中・高・特別支援学校及び行政、福祉等の

関係機関） 

②災害時要援護者ネットワーク会議 
「災害時要援護者の避難を考える講演会

とグループワークを実施」 
26 団体 57 名参加 

  幼稚園 大学（福祉） 特別支援学校  
  市役所（総務課 福祉課）  
  広域行政 広域の保健所  
  社会福祉協議会  
  各障害者団体（自閉症 身体障害者 
  精神障害者など） 親の会  
  視覚障害者本人 など   
  【ヘルプカードの推進に向けて】 

【認知症の人と家族の会の方の感想】 

「障害者の家族会の方とお話する中で、分野

や介護の内容は違うけれども、考える視点

や悩みはとても似ている。他の分野の方と

話せることで発見ができた。ありがとうご

ざいました。」「何かを決める。何かを作

るという明確な形でなく、話をするテー

ブルを作れたことが大きな収穫ですね。」  

防災ユニバーサルねっと

北之幸谷

連絡会議
行政・関係団体

学校
自治会

東
金
市

山
武
市

芝
山
町

日常の授業を通した防災教育

児童生徒会の活動

地域との合同防災行事

地元災害の歴史、防災情報を学ぶ

横
芝
光
町

九
十
九
里
町

大
網
白
里
町

学校からの発信（ヨコ糸）

【東金地域 防災教育
ネットワーク会議】
実務者会議

「防災ユニバーサルねっと」の
教育分野の地盤固め

各関係機関の防災担当者が集まり情報交換

地域の防災教育のレベルアップを図る

高等学校３校
（公立２私立１）

特別支援
学校１校

中学校
４校

小学校
９校

市役所
消防安全係

社会福祉
協議会

山武地域
振興事務所

教育事務所
山武分室

東金市
教育委員会

ヘルプカード等 時系列 優先順位

カード

•災害後24時間 生命に関わる医療等の情報

•保護者・学校や施設等複数の連絡先の明記

ブック

•災害後３日 落ち着いた生活のための支援

•障害別に作成
•家庭と利用先等の複数個所に置く

•避難生活の長期化
•成育歴を含めた長期の情報ファイル

ブック

カード

ブックとファイルを同義と捉える場合もある
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６ 成果と今後の課題 

(1)成果 

大切な「いのち」を守るために、教師の安

全教育確認研修を生徒が登校する前の４月

３日に行った。 
 

火災、津波想定の避難訓練後に頭を守るこ

との実態調査を行い、実践を振り返る中で、

防災頭巾ではなくヘルメットの方が有効で

あることが指摘され、車椅子にはヘルメット

が備え付けられるようになった。防災の専門

家の意見からもヘルメットの有効性は指摘

されているが、実践の反省から職員の主体的

な取り組みとしてヘルメットを備えること

になったことは、防災教育の大きな成果であ

る。 
 東日本大震災発生時、児童生徒は下校途中

であった。通学途中の災害時の避難場所、土

日や長期休業中に災害が起こった時の安否

確認方法について、災害時情報カードの作成

を保護者に依頼した。家庭における防災教育

のきっかけになった。また、自主通学の生徒

を対象に、災害時のコミュニケーションをテ

ーマにして、自主通学生徒集会を継続して行

っている。学年縦割りで通学方法別に小グル

ープに分かれ、対応について考える。「大津

波警報が出た！どこに逃げる？」という質問

に、多くのグループは「３階に避難する」と

答えたが、あるグループは、「遠くに見える

陸橋の上に逃げようと思った」と答えた。グ

ループで話し合いをする際に、自分の意見を

もつこと、他者の意見を聞くこと、それらか

ら最善を見つけ判断して行動することを確

認している。「電車が遅れています」「○○君

が、おなかが痛いと言ってトイレに行きまし

た。どうしたらよいですか？」学校や教師に

連絡する習慣がついてきた。 
児童生徒会が主催となって行っている全

校集会に長寿会を招いて、防災をテーマとし

た地域との交流を行った。全校集会は毎回、

小学部と中学部、中学部と高等部というよう

に姉妹学級を組んで交流をしている。姉妹学

級グループに長寿会の方を加え、避難グッズ

を校内に探しに行く。小学部と高等部が手を

つなぎ、長寿会の方と本校の児童生徒が手を

つなぐ。緊急地震速報が流れると、廊下や階

段にいたグループは、その場にしゃがんで頭

を守る。高等部の生徒が小学部の生徒の頭を

押さえながら自分の頭も守ろうとする姿が

あった。また、教室にいたグループは机の下

にもぐる。中学部の生徒が自分の頭を押さえ

ながら、隣の机の椅子を出して、長寿会の方

を招き入れていた。防災をテーマとした地域

との交流から、助け合う共助の姿を見ること

ができた。 
 高等部生徒会の代表生徒２名と東北の学

校を訪問してきた。復興に向けて大変な中、

どの学校も快く引き受けていただいた。そし

て、どの学校も明るく元気に活動していて、

逆に元気をいただいた。岩手県の宮古恵風支

援学校では「がんばっぺす！」宮城県の石巻

支援学校では「とにかく にげっぺ！」を広

めてほしいと話があった。その言葉を二人の

生徒たちは、発表の場で必ず紹介している。

「今からぼくたちにできることはあります

か？」という質問に答えていただいた。「来

ていただいたのでうれしい、応援してくださ
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い！」「自分たちの学校のことを思い出して、

考えてみてください！（寒い時期はロッカー

に長袖を置いておくことなど防災について

見直してください ）」 
旭市の仮設住宅訪問をきっかけに、仮設住

宅のシスターズ＆ボーイズが来ることにな

った。シスターズは軍手人形劇「仮設住宅の

暮らし」を発表する。発表の場所は、地域の

公民館。そこでは地域の長寿会が踊りの披露

をする。踊りの道具は大きく、運び出すこと

が大変で発表の機会が少なかった。公民館を

使うことで、踊りの発表の場を作ることがで

きた。そこに本校の高等部３年生も加わって、

歌やダンスの発表と、総合的な学習の時間で

取り組んだ防災劇を紹介した。さまざまな思

いをつなぐことができた。以下は、旭市の訪

問を終えての生徒の感想である。「仮設住宅

は、部屋は７畳半で予想よりちょっと広かっ

たけど、冬はすごく寒いし、夏になれば虫や

蛙が入ってくる話を聞いて、暮らすのに大変

だなと思いました」「飯岡中学校では、校舎

の壁に津波の跡があり腰ぐらいあって本当

にビックリしました。僕は、これらを見て聞

いて本当の地震・津波の怖さや恐ろしさを知

りました」   
「あいさつ」はキャリア教育の視点からも、

道徳の視点からも、日常生活の指導やコミュ

ニケーションの視点からも支援や指導がで

きる。それに加え、「あいさつ」は不審者対

応などの防犯にもつながる。そういった視点

で学校教育を見直してみると、防災や安全教

育につながるものが、そこにも、ここにも見

つかる。そこに地域の資源や特性を重ねてみ

ると、地域との連携を含めた防災教育が見え

てくる。                                            
 

 

(2)今後の課題 

「できたこと」「できていないこと」をアセ

スメントし直して明確にする。 
①見直すにあたって 
 ○優先順位 
 ○見直す時期・具現化できるまでの時間の

目安の設定（いつ・いつまでに）  
○組織体制（だれが） 

②見直す内容 
【地質・地形】海まで８㎞・海抜８ｍ沼地の

埋め立て地であり過去液状化 
【地域】所在地の北之幸谷区そして学区の二

市四町 
【建物・敷地】耐震化・老朽化 寄宿舎  

給食（米の備蓄） 遊具 
【児童・生徒】知的障害を中心に自閉症、  

肢体不自由、聴覚障害など、他の障害を  
併せ持つ多様な児童生徒   

【家庭】災害時情報カードの活用（休日や 
長期休業）メール配信サービスの加入率 

【教職員】非常勤職員数（４月当初に安全 
確認研修へ）寄宿舎の夜間体制（近隣居 
住職員の協力確認） 

【県・市の施策】ネットワーク会議 防災セ

ルフチェックの具体的な活用方法（PDCA） 
【通学・校外】スクールバス 自主通学 校

外学習計画案に災害対応も 
【通信・連絡手段・マニュアル】見直しの時

期と分掌の位置付け 
【備蓄】飲料・食料、電源、医療、寒さ  

地域の避難場所（一次避難場所） 
卒業生や災害時要援護者の支援を含めた

三次開設避避難収容所（福祉避難所） 
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【防災教育を取り組むにあたって】

※授業や行事を防災教育でつな

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【頭を守ること実態調査におけるＰＤＣＡ】

実験から
防災頭巾は落下物の衝撃
を吸収できない とい う研究
結果（理論の裏付け）
※危機管理教育研究所

計画②へ
防災頭巾から
ヘ ルメッ トへ

普段の実践を防災の視点で

一人ひとりを大切にする防災教育
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【防災教育を取り組むにあたって】 
授業や行事を防災教育でつなぎ、普段実践していることを防災という視点で見直す

【頭を守ること実態調査におけるＰＤＣＡ】 

Ｐ
計画

Ｄ
実行

Ｃ
評価

Ａ
改善

計画①
頭を守ること

Ⅰ （４月 ）火災避難

Ⅱ （６月 ）地震 ・津
波防災訓練

頭を守ることに
つ いて実態調査

（Ⅰと
を比較 ）

実践から
防災頭巾のかぶりにくさ
固定のしに くさ
※実態調査の反省から

ＰＤＣＡサイクル 

普段の実践を防災の視点で 

一人ひとりを大切にする防災教育 

県立東金特別支援学校 

普段実践していることを防災という視点で見直す。   

（４月 ）火災避難
訓練

（６月 ）地震 ・津
波防災訓練

頭を守ることに
つ いて実態調査

とⅡの結果
を比較 ）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
（
特
別
支
援

学
校
セ
ン
タ
ー
的
機
能
） 
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 【初期対応から二次対応判断までの災害対応マニュアル】 
          ※ポイント 時系列と優先順位から作成 

 

 

①
校
内

組織で対応
学校長及び
管理職

防災・安全担当
当該職員

現在の避難場所
の安全確認

○人的被害状況（傷病）
○建物の被害状況
（ガス、燃料、薬品等
火災の可能性）

※ガラス等、上、横、下の
危険に気をつけながら

避難経路等
周辺の安全確認

地割れ、液状化、崖崩れ、
河川の状況 等

当日の気象状況確認
暴風雨、雪、雷、竜巻 等

情報収集手段
・目視
・防災無線、テレビ
ラジオ
・電話、携帯電話

情報収集
（地域と連携）
・行政や地域防災
・交通機関
・アマチ ュア無線

職員個人で
対応

生徒の判

断を加味
最悪を想定し
最善を尽くす

時系列

※二次対応が必要と判断された時点で指示を出す

１分以上の揺れは津波を想定
※早く高く 遠く（標高を考えて ）

優
先
順
位

確
か

な
情
報
・
確
か
な
判
断

地震動収束後
待機指示

・校内放送
・拡声器
・大声

避難備品確保

二次対応
②
校
外

学校との

連絡

できる

できない

学校と現場との情報の共有 学校に
戻る

必要な安全確認と情報収
集をする

（①校内のマニュアルに準
ずる）

③
登
下
校

徒歩・自転車

バス・電車

スクールバス

自分の命を守る
ための判断

運行状況の確認

保護者の判断保護者送迎

交通機関の指示

災害時の運行マニュ
アルに沿って判断

通学方法 判断者及び学校の対応

率
先
避
難

避難

時系列

※二次対応が必要と判断された時点で指示を出す

１分以上の揺れは津波を想定
※高く 遠く（標高を考えて）

学校側から現場への連絡

共
助

安
全
確
保
・
情
報
収
集
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